
▲中﨑町長（右）を表敬訪問する
　河住さん（中）
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◎問い合わせ　都市計画課　☎内線243

12 月 7日現在、総額 46,615,302 円の寄附をいただきました。ご協力ありがとうございました。
（寄附受付順、敬称略）

氏名（名称） 寄附金額住所（所在地）

眞橋　留美
南　　貴紘
小谷村村長　小林　三郎
原田　亮一
細川　　実
結城　義正
「杉本」のお客様
株式会社　LAPI
大磯ロータリークラブ

東京都江戸川区
横浜市
長野県小谷村
熊本県八代市
北海道羽幌町
大磯町
大磯町
大磯町
大磯町

¥10,000 
¥1,000 

※※※※※
¥10,000 
¥1,500 
¥10,000
￥6,002
¥2,600 
¥20,000  

氏名（名称） 寄附金額住所（所在地）

匿名
匿名

※※※※※※
※※※※※※

¥10,000 
¥10,000 

日
英
同
盟
の
復
活
を
目
指
し
て

旧吉田茂邸再建基金寄附者一覧⑰ (11件:11月17日～12月7日)

旧
吉
田
茂
邸
再
建
に
向
け
て

連
載
シ
リ
ー
ズ

大
磯
の
賢
人

　吉
田

　茂

17

　
昭
和
12
年
１
月
広
田
内
閣
が
総
辞
職

す
る
と
、
宇
垣
一
成
に
組
閣
の
大
命
が

下
り
ま
す
が
、
陸
軍
の
反
対
で
陸
相
を

得
ら
れ
ず
組
閣
を
断
念
、
２
月
、
陸
軍

の
推
す
林
銑
十
郎
が
組
閣
し
ま
す
。

　
日
本
国
内
で
軍
部
に
よ
る
政
治
的
発

言
力
が
更
に
増
大
す
る
中
、
ロ
ン
ド
ン

で
は
駐
英
大
使
の
吉
田
が
、
日
英
国
交

調
整
に
向
け
て
奔
走
し
て
い
ま
し
た
。

　
過
去
に
二
度
の
ロ
ン
ド
ン

在
勤
経
験
を
持
つ
吉
田
は
、

豊
富
な
人
脈
を
活
か
し
、
ア

ン
ソ
ニ
ー
・
イ
ー
デ
ン
外
相

や
ウ
ォ
レ
ン
・
フ
ィ
ッ

シ
ャ
ー
大
蔵
次
官
、
ネ
ヴ
ィ

ル
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
蔵
相
な

ど
、
英
国
政
府
の
要
人
に
接

近
し
英
国
と
の
調
整
交
渉
を

試
み
ま
し
た
。
中
で
も
、
昭

和
12
年
５
月
首
相
に
就
任
し

た
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
と
は
旧
知

の
仲
で
あ
り
、
個
人
的
な
食

事
会
に
何
度
も
招
待
さ
れ
る

な
ど
、
親
し
い
間
柄
で
も
あ

り
ま
し
た
。
チ
ェ
ン
バ
レ
ン

は
、
ド
イ
ツ
に
対
し
て
宥
和

政
策
を
と
っ
た
こ
と
で
知
ら

れ
ま
す
が
、
吉
田
は
「
そ
の

意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
飽
く

ま
で
も
平
和
を
求
め
る
に
あ
り
、
今
後
国

際
政
治
及
び
外
交
の
局
に
当
る
者
と
し
て

は
、多
く
の
教
訓
を
汲
み
と
る
べ
き
」（『
回

想
十
年
』
第
四
巻
）
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

　
戦
争
回
避
の
た
め
、
日
本
に
対
し
て
も

宥
和
と
妥
協
の
姿
勢
を
と
る
チ
ェ
ン
バ
レ

ン
が
吉
田
に
好
意
を
抱
い
て
い
た
の
は
、

吉
田
が
皇
室
と
繋
が
り
を
持
つ
国
際
協
調

路
線
の
牧
野
伸
顕
の
娘
婿
で
あ
る
こ
と
も

関
係
し
て
い
ま
し
た
。チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
、

吉
田
と
会
談
を
重
ね
、
そ
し
て
、
自
身
の

信
頼
の
厚
い
親
日
家
ロ
バ
ー
ト
・
ク
レ

イ
ギ
ー
を
駐
日
イ
ギ
リ
ス
大
使
に
任
命

す
る
な
ど
、
日
本
の
動
向
を
重
要
視
し
、

日
英
関
係
の
維
持
に
努
め
た
の
で
す
。

　
吉
田
は
、
日
中
両
国
間
の
紛
争
問
題
の

解
決
は
、
日
英
協
力
な
く
し
て
実
現
し
な

い
と
考
え
、日
英
同
盟
の
実
現
を
目
指
し
、

自
身
の
構
想
に
基
づ
く
外
交
政
策
を
提
案

し
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
林
内
閣
が
僅
か
４
ヶ
月
の
短

命
に
終
わ
り
、
そ
の
後
近
衛
文
麿
が
組
閣

し
ま
し
た
が
、
直
後
の
７
月
、
盧
溝
橋
事

件
が
起
こ
り
、
や
が
て
日
中
戦
争
へ
と
発

展
し
ま
す
。

　
英
国
の
み
な
ら
ず
国
際
的
に
も
日
本
へ

の
風
当
た
り
が
強
く
な
る
中
、
昭
和
13
年

９
月
吉
田
に
帰
朝
命
令
が
出
さ
れ
、
後
ろ

髪
を
引
か
れ
な
が
ら
も
11
月
に
帰
国
、
そ

し
て
翌
年
３
月
退
官
と
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
の
外
交
進
路
は
「
米
英
両
国
と
の

親
善
を
中
軸
と
し
て
、
広
く
自
由
主
義
諸

国
、
特
に
地
理
的
に
も
経
済
的
に
も
日
本

に
近
接
す
る
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
関
係

を
進
め
て
ゆ
く
べ
き
」『
回
想
十
年
』
第

一
巻
）
だ
と
考
え
、
日
英
関
係
修
復
に
尽

力
し
た
吉
田
の
信
条
は
、
戦
後
の
政
策
に

こ
そ
濃
く
反
映
さ
れ
た
の
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
郷
土
資
料
館
　
学
芸
員
　
曽
根
田
　

　
☎（
61
）
４
７
０
０

▲1937 年、駐英大使時代の吉田茂と娘の和子氏
（写真提供 /（財）吉田茂国際基金、吉岡氏）

　
12
月
22
日（
水
）に
六
所
神
社
で「
と

り
の
市
」
が
あ
り
ま
し
た
。
お
正
月

も
近
い
の
で
、
だ
る
ま
な
ど
を
買
っ

て
い
く
人
が
い
ま
し
た
。
最
近
は
地

域
の
市
で
季
節
物
を
買
っ
て
い
く
人

は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
だ
る
ま
を
買
う
と
き
も
ス
ー
パ
ー

な
ど
で
は
間
接
的
だ
け
で
、
市
は
直

接
作
っ
た
人
と
の
会
話
も
で
き
ま
す
。

　
買
う
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
に
密

着
し
た
会
話
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

と
り
の
市

こ
ど
も
記
者
を
大
募
集

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
い
っ
し
ょ
に

手
伝
っ
て
く
れ
る
小
・
中
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
政
策
課
　
☎
内
線
２
０
７

　
町
内
在
住
の
河
住
　
靖
則
さ
ん

が
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ（
独
立
行
政
法
人
　
国

際
協
力
機
構
）
の
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
昨
年
12
月
27
日
（
月
）
に

町
長
を
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　
河
住
さ
ん
は
、
今
年
１
月
か
ら
２

年
間
の
予
定
で
南
ア
フ
リ
カ
の
ウ
ガ

ン
ダ
共
和
国
に
派
遣
さ
れ
ま
す
。
派

遣
期
間
中
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を

生
か
し
、
現
地
の
マ
ケ
レ
レ
大
学
で

日
本
語
教
育
を
行
う
ほ
か
、
日
本
語

教
育
を
効
果
的
に
行
え
る
環
境
づ
く

り
に
も
参
加
す
る
予
定
で
す
。
健
康

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣

に
留
意
さ
れ
、
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を

祈
念
し
ま
す
。

か
わ  

ず
み        

や
す
の
り

◎
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
　
☎
内
線
２
１
１

　
地
域
交
流
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら

も
続
け
て
ほ
し
い
で
す
。

（
内
海
　
七
夕
美
）

　
趣
味
で
農
業
を
や
り
た
い
方
、
安

全
安
心
な
野
菜
を
作
り
た
い
方
は
、

ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
資
格

①
本
町
に
住
民
登
録
が
あ
る
方

②
年
間
を
と
お
し
て
農
園
作
業
に
従

事
で
き
、
適
正
に
区
画
を
管
理
で

き
る
方
。

③
現
在
、
市
民
農
園
を
利
用
し
て
い

な
い
方
（
３
月
31
日
で
利
用
期
間

が
切
れ
る
方
は
応
募
で
き
ま
す
。）

④
１
世
帯
１
区
画
の
み
。

▼
募
集
農
園
名
と
区
画
数

　
西
小
磯
東
小
磯
境
農
園
　
28
区
画

　
西
小
磯
木
ノ
川
農
園
　
　
27
区
画

　
西
小
磯
西
中
道
農
園
　
　
53
区
画

▼
利
用
面
積

　
１
区
画
の
面
積
は
約
20
㎡

▼
利
用
料

　
１
区
画
年
額
　
１
，０
０
０
円

▼
利
用
開
始
予
定
　

　
４
月
中
旬

▼
募
集
期
間

　
２
月
10
日
（
木
）
〜
２
月
28
日
（
月
）

▼
応
募
方
法

　
所
定
の
申
込
書
に
、
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
環
境
経
済
課
又
は
、

国
府
支
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は
３

月
19
日
（
土
）
抽
選
会
を
開
催
。
抽

選
会
の
有
無
は
３
月
10
日
（
木
）
ま
で

に
通
知
し
ま
す
。

※

申
込
書
は
、
環
境
経
済
課
窓
口
の

ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※

農
園
の
詳
細
な
場
所
は
窓
口
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
環
境
経
済
課
　
☎
内
線
２
６
３

市
民
農
園
利
用
者
を
募
集

み
な
さ
ん
で
野
菜
づ
く
り
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
！

大磯
駅

西小磯
木ノ川農園

西小磯
東小磯境農園

西小磯
西中道農園

大磯中学校

城山トンネル

白岩
神社

城山公園

県立
おおいそ学園

大磯警察署

　
さ
ら
な
る
幼
児
教
育
や
子
育
て
支

援
の
向
上
を
図
る
た
め
、
町
立
小
磯

幼
稚
園
の
場
所
に
大
磯
町
「
私
立
幼

稚
園
設
置
者
・
運
営
者
」
募
集
要
領

に
基
づ
き
私
立
幼
稚
園
の
運
営
を
希

望
す
る
学
校
法
人
を
募
集
し
、「
大
磯

町
民
間
幼
稚
園
選
考
委
員
会
」
に
お

い
て
選
考
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
次

の
学
校
法
人
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
保
護
者
等
を
交
え
た
運
営

委
員
会
を
設
置
し
、
平
成
24
年
４
月

に
開
園
す
る
に
あ
た
っ
て
の
協
議
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
選
考
決
定
し
た
学
校
法
人
】

●
法
人
名
　
学
校
法
人
　
小
磯
学
園

●
法
人
所
在
地

　
相
模
原
市
中
央
区
東
淵
野
辺
４

　
23
　
20

●
代
表
　
理
事
長
　
小
磯
　
信
一

◎
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
室
　
☎
内
線
３
１
７

私立幼稚園の
設置者・運営事業者の
学校法人が決定　

私立幼稚園の
設置者・運営事業者の
学校法人が決定　！！！！

▲現存する吉田茂の銅像

　　　　　広報おおいそ　平成23年2月 10


